


客貨混載を
運用中の
路線バス

岩手県北バス（岩手県）

宮崎交通(宮崎県)

産交バス
(熊本県)

●

名士バス、士別軌道、
十勝バス、空知中央バス
（北海道）

●

●

全但バス（兵庫県）

●

●

スペースで宅急便を輸送することで、バス
路線の生産性を向上し、路線網の維持に
つながる新たな収入源を確保することが
できます。次にヤマト運輸は、両地区を
担当するセールスドライバー（SD）が西都
宅急便センターに戻る必要がなくなるため、
現地に滞在できる時間が増え、当日発送の
集荷締め切り時間が17時まで延長でき
ます。また、集配車両の走行距離を削減で
きるため、CO2の排出量も低減できます。
そして地域住民の方にとっては、路線バスの

路線網が安定的に維持されることで、都市
部の病院やスーパーなど多様な施設へア
クセスでき、生活基盤の維持・向上につな
がります。また、お客さまからの配達時間
の変更などのご要望にも、より柔軟に対応
できるようになります。さらに、集配時に
お客さまの異変に気づいた場合、自治体に
連絡する「見守り支援」も行うことで、地域
住民の生活サービス向上にもつなげるこ
とができます。

往復で約3時間かかっていたSDの移動時間を減
らせたことで、お客さまへのサービスも向上できま
した。また、最終集荷時刻が大幅に延びたことも、
お客さまから好評をいただいています。日本初
となる保冷設備を活用した客貨混載のクール
宅急便の運用も始まり、ここで蓄積したノウハウを
他の地域でも展開できればと考えています。

蓄積したノウハウを
他地域にも展開。
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宮崎主管支店
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佐藤 裕士

● バス路線の生産性向上
● バス路線網の維持につな
がる新たな収入源の確保

● 路線バスの路線網の維持
● 集荷時間の延長など宅急便の
サービス向上

● 見守り支援などヤマト運輸に
よる他サービスの提供

● 移動時間の削減
● 走行距離の削減による
CO2排出量の低減

地域住民
宮崎県・西都市東米良地区・西米良村

▼ 客貨混載による3者のメリット

宮崎交通 ヤマト運輸




